
パワー幽歪み率測定ボード

【PWHD-1】

本機は、測定における代表情 1k H zのアンプの出力と歪み率をチェックすることによ

って自作時の調整不良、経年変化による故障等を発見する測定器です。

パゥーアンプでは8Qの負荷抵抗(ダミー抵抗)の両端で測定します。

〈構成〉

本体の左側が低査み率発振器部、右側が歪み率計部です。操作部は前面に、入出力は後

部にまとめてあります。

〈メーターの目盛〉

-出力目盛 10-130W レンジスイッチで1.3W/13W/130Wフルスケ

ールに切り換えて読みとります。

-電圧目盛 0-3V/0-10V

換えて読みます。

rpOWER W/VJスイッチでレンジを切り

o 1. 3Wのとき
o 13Wのとき
く>1 30Wのとき

0- 3V目盛は [0-3 V] 

0-10V目盛は [0-10V]

0- 3V目盛は [0-30V]

+%目盛 10 %/  1 %/0. 1 % r D 1ST 0 R T I 0 N Jスイッチでレンジを切り

換えて読みます。

〈測定手順〉

1 .出力の測定

・パワーアンプの出力に8Qのダミー抵抗を接続する。

4・発振器出力 rOUTPUTJから信号をアンプに入力する。

(最初は発振器のボリューム rOUT LEVELJを絞っておくこと)

・アンプの出力(ダミー抵抗両端の電圧)を歪み率計入力 rlNPUTJに接続する。

+ rFUNCT I ONJスイッチを rPWJにセットし、 rpOWER W/VJスイッ
チを適当なレンジにセットしてから発振器のボリュームを上げて出力を読み取る。

(オシロスコープで波形を観測することをお薦めします)

2. 歪み率の測定

・出力を確認した後、引き続き歪み率を測定する0

.レベルセットをする。

o rFUNCT I ONJスイッチを rL S Jポジションとする。
。入力VRを廻し、メータ一指針を【LS】マーク(フルスケーjレ)に合わせる。
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